
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

の
活
用
も
可
能
に
な
る
と
説

明
。
「
限
定
正
社
員
を
導
入

す
る
際
は
経
営
者
が
従
業
員

へ
制
度
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

説
明
す
る
こ
と
が
重
要
」
と

伝
え
た
。

最
後
に
石
井
氏
は
生
産
性

向
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

「
主
作
業
と
そ
の
他
の
付
随

す
る
業
務
で
区
別
化
し
、
作

業
効
率
を
図
る
こ
と
が
カ

ギ
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
扶
養
範
囲
内
で
勤

め
る
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

が
そ
の
上
限
額
を
超
え
た
際

の
対
応
策
に
つ
い
て
「
収
入

が
残
業
等
に
よ
り
一
時
的
に

増
え
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

事
業
主
が
そ
の
旨
を
証
明
す

る
こ
と
で
扶
養
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
、

例
題
を
用
い
て
一
時
的
な
収

入
変
動
に
係
る
証
明
書
の
記

入
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
補

足
し
た
。

次
に
、
人
材

確
保
に
向
け
て

『
限
定
正
社

員
』
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
勤

務
地
の
限
定
や

短
時
間
勤
務
な

ど
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
多
様
な
働

き
方
に
対
応
で

き
、
採
用
の
幅

が
広
が
る
と
と

も
に
、
助
成
金

は
じ
め
に
石
井
氏
は
、
年

収
の
壁
に
つ
い
て
短
時
間
労

働
者
の
社
会
保
険
へ
の
加
入

要
件
が
今
後
、
段
階
的
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
。
ま

た
、
基
礎
控
除
・
給
与
所
得

控
除
の
引
き
上
げ
や
大
学
生

年
代
を
扶
養
す
る
世
帯
の
税

負
担
軽
減
の
た
め
新
設
さ
れ

た
『
特
定
親
族
特
別
控
除
』

に
つ
い
て
解
説
し
、
今
年
は

年
末
調
整
で
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。

『
年
収
の
壁
対
策
』
セ
ミ

ナ
ー
を

月

日
（
水
）
午

後
１
時

分
よ
り
道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
し

た
。本

セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
保

険
労
務
士
の
石
井
隆
介
氏

（
社
会
保
険
労
務
士
法
人
湘

南
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表

社
員
）
を
講
師
に
迎
え
、
税

制
や
社
会
保
険
の
改
正
、
公

的
支
援
策
や
企
業
で
の
対
策

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

が
全
線
開
通
し
釧
路
の
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
向
上
し
た

点
な
ど
に
触
れ
「
変
化
す
る

環
境
の
中
で
も
、
釧
路
港
は

道
内
輸
送
に
貢
献
で
き
る
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

Ｐ
Ｒ
し
た
。

一
極
集
中
で
は
な
く
、
道
東

地
域
を
核
と
し
た
釧
路
港
の

役
割
を
考
え
、
長
期
戦
略
構

想
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
」
と
述
べ
た
。

閉
会
挨
拶
で
栗
林
定
正
当

所
会
頭
は
、
道
東
自
動
車
道

の
可
能
性
と
将
来
展
望
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
北
米
・
北
極

海
航
路
に
近
い
地
理
的
優
位

性
や
、
ひ
が
し
北
海
道
地
域

の
産
業
を
支
え
る
物
流
拠
点

と
し
て
の
可
能
性
、
日
本
に

お
け
る
観
光
産
業
の
影
響
力

な
ど
釧
路
地
域
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
示
し
た
。

ま
た
、
道
内
物
流
の
現
状

を
踏
ま
え
「
苫
小
牧
港
へ
の

の
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る

と
解
説
。

今
後
は
各
輸
送
手
段
の
連

携
が
重
要
で
、
陸
・
海
・
空

す
べ
て
揃
っ
て
い
る
釧
路
が

結
節
拠
点
と
し
て
選
ば
れ
る

必
要
が
あ
る
と
強
調
し
「
釧

路
港
を
起
点

と
し
た
配
送

に
は
、
ス
ト

ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
の
整
備
が

重
要
」
と
話

し
た
。

ま
た
、
北

海
道
文
教
大

学
地
域
創
造

研
究
セ
ン
タ

ー
の
小
磯
修

二
セ
ン
タ
ー

長
が
釧
路
港

釧
路
市
や
釧
路
港
湾
協

会
、
当
所
な
ど
が
主
催
す
る

『
釧
路
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
』
を

月

日
（
金
）
に

札
幌
市
内
で
開
催
し
、
釧
路

港
の
概
況
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
現
状
な
ど
を
テ
ー
マ
に
釧

路
港
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

冒
頭
、
鶴
間
秀
典
釧
路
市

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
釧

路
市
水
産
課
港
湾
部
の
中
村

昌
克
次
長
が
釧
路
港
の
概
況

や
昨
年
就
航
し
た
内
貿
コ
ン

テ
ナ
航
路
な
ど
を
紹
介
。

続
い
て
、
（
公
社
）
北
海

道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
木
野
博

之
常
務
理
事
が
、
同
協
会
や

経
済
産
業
省
に
よ
る
調
査
結

果
を
も
と
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
の
現
状
や
時
間
外
労
働

の
規
制
に
伴
う
輸
送
力
不
足

釧
路
金
融
協
会
の
本
間
剛
会

長
（
同
支
店
長
）
へ
「
各
事

業
者
の
需
要
に
応
じ
た
円
滑

な
金
融
の
取
り
扱
い
や
各
保

証
の
活
用
、
資
金
繰
り
支
援

な
ど
、
長
期
的
な
金
融
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
協
力

を
求
め
た
。

本
間
会
長
は
「
地
域
の
各

金
融
機
関
が
一
体
と
な
り
、

年
末
年
始
を
含
め
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
く
」
と
要
請
に

対
し
前
向
き
に
応
え
た
。

の
発
展
に
係
る
資
金
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
当

委
員
会
で
は
毎
年
、
金
融
の

円
滑
化
や
事
業
継
続
の
た
め

の
長
期
的
な
支
援
を
要
請
し

て
お
り
、
今
回
は
佐
藤
委
員

長
を
は
じ
め
、
佐
々
木
勉
副

委
員
長
、
米
本
富
夫
副
委
員

長
ら
が
参
加
し
た
。

㈱
北
洋
銀
行
釧
路
中
央
支

店
で
は
、
佐
藤
委
員
長
よ
り

中
小
企
業
委
員
会
（
佐
藤

尚
彦
委
員
長)

は
５
日(

金)



市
内
金
融
機
関
や
信
用
保
証

協
会
の
計

か
所
へ
、
栗
林

定
正
会
頭
と
佐
藤
委
員
長
の

連
名
に
よ
る
要
請
書
を
手
交

し
た
。

現
在
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
は
物
価
高
騰
や
賃

金
の
上
昇
、
コ
ロ
ナ
関
連
融

資
の
返
済
な
ど
に
よ
る
厳
し

い
経
営
環
境
に
加
え
、
事
業

（
同
）
、
村
井
順
一
（
同)



金
安
伸
一
（
元
常
議
員
）
、

島
本
幸
一
（
同
）
、
中
島
太

郎
（
同
）
、
小
林
進
（
王
子

マ
テ
リ
ア
㈱
執
行
役
員
釧
路

工
場
長
）
、
星
匠
（
㈱
釧
路

新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長)



三
宅
康
夫
（
㈱
北
海
道
新
聞

社
釧
路
支
社
長
）

▽
参
与

濱
屋
重
夫
（
元
専

務
理
事
）


顧
問･

参
与
(

敬
称
略)

▽
顧
問

鶴
間
秀
典
（
釧
路

市
長
）
、
寺
田
宏
（
釧
路
総

合
振
興
局
長
）
畑
山
朗(

釧

路
開
発
建
設
部
長
）
、
浜
野

晶
午
（
釧
路
財
務
事
務
所

長
）
、
佐
々
木
俊
和
（
日
本

銀
行
釧
路
支
店
長
）
、
栗
林

延
次
（
元
副
会
頭
）
、
佐
藤

悦
夫
（
同
）
、
小
船
井
修
一

式
典
の
最
後
に
は
、
吉
田

実
行
委
員
長
が

周
年
記
念

事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
る

『
ハ
ー
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
想
』
を
報
告
。
幣
舞
橋
の

景
観
を
活
か
し
た
リ
バ
ー
サ

イ
ド
の
活
性
化
を
通
じ
一
年

中
人
が
訪
れ
る
街
づ
く
り
を

目
指
す
と
説
明
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
祝
賀

会
が
開
か
れ
、
節
目
を
盛
大

に
祝
っ
た
。

鶴
間
秀
典
釧
路

市
長
、
東
貴
弘

釧
路
総
合
振
興

局
副
局
長
、
栗

林
定
正
当
所
会

頭
、
菊
池
孝
一

日
本
商
工
会
議

所
青
年
部
副
会

長
か
ら
、
式
典

開
催
の
お
祝
い

と
今
後
の
活
躍

を
期
待
す
る
激

励
の
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
感
謝
状
の
授

与
が
行
わ
れ
、
尾
越
会
長
よ

り
第
９
～

代
の
歴
代
会
長

を
務
め
た
８
名
（
濱
屋
宏
隆

氏
、
佐
々
木
隆
哉
氏
、
安
達

広
輔
氏
、
安
田
正
二
氏
、
山

下
徹
也
氏
、
池
田
一
己
氏
、

吉
田
勝
幸
氏
、
阿
部
将
和

氏
）
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
功
績
を
記
し
た
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

策
提
言
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
る
。


周
年
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会

（
吉
田
勝
幸
実
行
委
員
長
）

を
立
ち
上
げ
『
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ

ｅ

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｈ
Ｉ
／
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
～
過
去

か
ら
の
物
語
を
繋
ぎ
、
新
た

な
未
来
を
創
造
し
よ
う
～
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
準
備

を
進
め
て
き
た
。

記
念
式
典
は
、
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ

年
の
軌
跡
を
紹
介
す
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
で
幕
を

開
け
、
そ
の
後
の
主
催
者
代

表
あ
い
さ
つ
で
尾
越
会
長
は

「
釧
路
を
良
く
す
る
た
め
行

動
し
て
き
た
諸
先
輩
方
の
想

い
が
あ
っ
て
今
の
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
が
あ
る
。
我
々
は
地
域
の

先
駆
け
と
し
て
次
世
代
へ
希

望
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い

く
」
と
想
い
を
語
っ
た
。

ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
ら
約
３
０

０
人
が
出
席
し
た
。

釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
平
成
６
年


月
７
日
に
発
足
し
、
釧
路

地
域
の
豊
か
で
住
み
よ
い
郷

土
づ
く
り
に
貢
献
す
べ
く
、

地
域
経
済
の
活
性
化
策
や
政

青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ

尾
越
亮
介
会
長
）
の
創
立


周
年
記
念
式
典
が

月

日

(

土)

午
後
３
時
よ
り
釧
路
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
・

Ｏ
Ｂ
や
来
賓
、
全
国
各
地
の

と
し
て
地
域
を
支
え
て
お

り
、
こ
の
機
能
の
喪
失
は
、

釧
路
短
大
へ
の
進
学
希
望
者

の
流
出
だ
け
で
な
く
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
不
足

を
招
き
、
若
年
層
や
子
育
て

世
帯
の
流
出
、
人
手
不
足
の

深
刻
化
な
ど
〝
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
〟
を
引
き
起
こ
す
と
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
要
望
で
は

釧
路
短
大
の
機
能
喪
失
に
よ

る
社
会
的･

経
済
的
影
響
は


財
政
負
担
で
は
計
る
こ
と
の

で
き
な
い
損
失
で
あ
り
、
こ

の
負
担
は
高
等
教
育
機
関
の

維
持
に
対
す
る
〝
未
来
へ
の

先
行
投
資
〟
と
捉
え
る
べ
き

と
訴
え
た
。

要
望
に
対
し
鶴
間
市
長
は

｢

資
金
的
な
目
途
が
立
て
ば


令
和
９
年
度
に
公
立
大
へ
の

短
期
大
学
部
設
置
を
進
め
た

い
。
経
済
界
に
も
力
添
え
い

た
だ
き
た
い
」
と
応
え
た
。

期
大
学
部
』
と
し
て
再
出
発

さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
的

に
短
期
大
学
部
を
発
展
的
に

再
編
し
、
理
工
農
系
学
部
を

増
設
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

当
日
は
栗
林
定
正
会
頭


濱
屋
宏
隆
副
会
頭
、
白
崎
義

章
副
会
頭
、
森
村
好
幸
副
会

頭
、
杉
村
荘
平
地
域
開
発
委

員
長
が
出
席
。
栗
林
会
頭
が

鶴
間
秀
典
市
長
へ
要
望
書
を

手
渡
し
地
域
経
済
の
維
持･

発
展
や
未
来
を
担
う
人
材
育

成
と
定
着
、
そ
し
て
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
、
迅
速
な
対
応
を
強
く

求
め
た
。

釧
路
短
大
は
、
長
き
に
わ

た
り
道
東
の
人
材
供
給
源
と

し
て
機
能
し
、
卒
業
生
の
釧

路
管
内
に
お
け
る
就
職
率
は


年
平
均
で

％
に
の
ぼ

る
。
そ
の
多
く
が
幼
児
教
育

や
医
療
分
野
従
事
者
な
ど
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

日
（
火
）
に
釧
路
市
役
所
を

訪
問
し
、
教
育
機
能
を
釧
路

公
立
大
学
（
＝
公
立
大
）
へ

継
承
し
『
釧
路
公
立
大
学
短

当
所
で
は
、
釧
路
短
期
大

学
（
＝
釧
路
短
大
）
が
来
春

以
降
の
学
生
募
集
の
停
止
を

発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
２

１
人
へ
の
委
嘱
が
承
認
さ
れ

た
。

郎
氏
（
大
栄
産
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
の
３
人
を
新
た

に
加
え
た
顧
問

人
と
参
与

㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
、
島

本
幸
一
氏
（
島
本
鉄
工
㈱
代

表
取
締
役
会
長
）
、
中
島
太

道
高
架
事
業
推
進
、
釧
路
港

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
推

進
）
の
組
織
構
成
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
議
員
の
委

員
会
配
属
が
決
定
。
各
委
員

会
に
お
け
る
正
副
委
員
長

は
、
栗
林
会
頭
よ
り

人
を

提
案
し
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
顧
問
お
よ
び
参
与

に
つ
い
て
は
、

月
末
で
当

所
役
員
・
議
員
を
退
任
さ
れ

た
村
井
順
一
氏
（
村
井
建
設

た
め
ご
協
力
賜
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
会

議
所
活
動
の
推
進
役
と
な
る

５
つ
の
委
員
会(

総
務
財
政


地
域
開
発
、
中
小
企
業
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
政
策)

と
２
つ
の
特
別
委
員
会
（
鉄

っ
て
行
動
し
、
次
世
代
に
誇

れ
る
活
力
あ
る
釧
路
の
未
来

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
域
経
済
発
展
の

冒
頭
、
栗
林
定
正
会
頭
は

釧
路
地
域
の
課
題
が
山
積
す

る
現
状
に
触
れ
「
商
工
会
議

所
と
し
て
強
い
危
機
感
を
持

第1394号

釧路商工会議所

釧路市大町１丁目１番１

電話代表41－4141

編集兼発行人

川村 修一

印刷 釧路新聞社

第
４
回
常
議
員
会
が

月

日
（
水
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
、

人
が
出
席
し
た
。
今
回
は
第

期
役
員
が
選
任
さ
れ
て
以
降
初
め
て
開

か
れ
た
も
の
で
、
委
員
会
構
成
や
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
会
議
所
活

動
の
推
進
に
向
け
た
新
体
制
が
整
っ
た
。

改選後はじめて行われた常議員会

要請書を手渡す佐藤委員長（左）

鶴間市長（右）へ要望書を手渡す栗林会頭

会
議
所

新
体
制
が
始
動

第

４

回

常
議
員
会

正
副
委
員
長
な
ど
選
任

経
営
安
定
化
へ
向
け
要
請

中
小
企
業

委

員

会

柔
軟
な
支
援
求
め
る

釧路短大の機能維持を

市へ短期大学部設置要望

年収の壁について解説する石井氏

年
収
の
壁
対
策
学
ぶ

社
会
保
険

労
務
士

石
井
氏
が
解
説

あ
い
さ
つ
す
る
尾
越
会
長

30周年の節目祝う
釧路商工会議所青年部

記念式典･祝賀会を挙行

札幌で行われたポートセミナー

釧
路
港
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ

釧
路
港
ポ
ー
ト

セ

ミ

ナ

ー

札
幌
市
で
開
催

約300人が出席した記念式典

５ ２０２５年（令和７年）１２月１６日（火曜日） （第三種郵便物認可）


